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　近年，徳島県牟岐町地先のヒジキ藻場において，生育

不良によるヒジキの収穫量の減少が顕著になっている。

収穫時期（4～5 月）の主枝長がわずか10～20 cm程度と

極端に短くなる現象が広い範囲で発生し，ヒジキ採藻漁

業の支障となっている。

　アイゴやブダイなどの植食性魚の食害による藻場の衰

退が報告されており(新井1996，中山ら1999)，長崎県で

は，魚類が他のホンダワラ類海藻よりも選択的にヒジキ

を摂餌しているという報告がある（清本ら2000）。

　ヒジキの分化と再生は分裂組織を持った茎先端部と仮

根でのみで観察される（孫1995）。伊藤ら（2009）は，

植食性魚類は生長点である藻体の先端部分の柔らかい所

を好んで食べている可能性があり，生長点を欠損したヒ

ジキは健全な生長が阻害されると推察している。

　そこで、魚類の侵入を妨げるカゴをヒジキに被せ，そ

の経過を観察し，ヒジキ生育不良の原因について考察し

た。

材料と方法

カゴの設置

　牟岐町砂美の直径0.1～1mのヒジキ群落が点在する平

らな磯を試験地とした（図1）。2010 年3 月2 日の干潮

時に，カゴの設置が容易な地形，水深を考慮して，カゴ

を被せるヒジキ群落として6カ所を試験区に選定した(図

1)。

　試験区に被せるカゴは目合い3cm の人工樹脂製のネッ

ト（高密度ポリエチレン製，タキロン株式会社製）で作

成し，大きさは，高さ20cm，直径30～35cmの円筒形とし

た。カゴは水中ボンド（コニシ社製E380）で磯に固定し

た（写真1）。
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Cause of poor growth of Hijiki, Sargassum fusiforme off Mugi town

Poor growth of Hijiki, Sargassum fusiforme off Mugi town in Tokushima Prefecture has occurred recently. Cages were used for 
protection to cover on hijiki fronds to investigate the influence of feeding damage by fishes in March 2010. The primary limb length of 
the hijiki covered with the cage became longer than one year before, while the control length became shorter. The hijiki covered with a cage
had the growth point at the tip of primary limb but the control had none. These results suggest that fishes feed on the tip of primary
limb of hijiki from August to March and poor growth occurs.
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　カゴを設置しない対照区として，各試験区からの距離

1ｍ以内にあるヒジキ群落1カ所，計6カ所を設定した。3

月31日の干潮時にオートレベル（PENTAX社製：型式AL-

270）で東京湾平均海面（TP）を測定し，牟岐町から最寄

りの阿波由岐潮位表基準面から各試験区および対照区の

図1 　試験地位置および各試験区の配置図

写真1 　試験区に用いたカゴと設置の様子（試験区2 ，
2010年3月2日）
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潮位表基準面からの高さを計算した(表1 )。潮位表基準

面からの高さの高い順に試験区を設定した。

主枝長の測定

　試験開始の2010年3月2日，8月24日および2011年3月8日 

の干潮時に各試験区および対照区における20個体のヒジ

キ主枝長を測定した。各区に10cm×10cmのコドラートを

置き，コドラート内のヒジキ藻体の仮根上部から主枝先

端部の長さを測定した。なお，20個体に満たない区につ

いては，全個体を測定することとした。

水温

　ヒジキの成長に及ぼす水温の影響を調べる目的で試験

地から約7 0 0 ｍ東方にある牟岐町水産資源栽培センター

の汲み上げ海水温（毎日午前10時測定）のデータを解析

に用いた。

結　果

主枝長の推移

　各区における試験開始時，2010年8月24日，および試

験開始約1年後の2011年3月8日にけるヒジキの平均主枝

長を図2に示した。試験区2では，2010年8月24日までカゴ

が存在したが，2011年3月8日の調査時には，カゴの基部

を除いて流失していた。試験開始時には試験区の平均主

枝長が12.4～4.1cm，対照区が22.4～8.2cmで，明らかに

対照区の主枝長が長かった(ｔ検定，p<0.05)。2010年8月 

24日には成熟後の枯死による流失のため試験区の主枝長 

が3.7～0.3cm，対照区が1.7～0.1cmに短くなっていた。

2011年3月8日には，試験開始時に比べて，すべての対照区

の主枝長が0.5～0.2倍に小さくなっているのに対し，試験

区では試験区1を除いて6 . 7～1 . 7倍になっていた(ｔ検

定，p<0.05)。また，試験区の藻体では主枝先端の生長点

が残存しているのに対し，対照区の藻体では生長点が全く

確認できなかった（写真2）。

水 温

　牟岐町水産資源栽培センター汲み上げ海水の2 0 0 9年3 

月から2011年3月まで月平均水温，および1991年4月から

2012年3月までの20年間の月平均水温の推移を図3に示し

た。2010年3月から2011年3月までの水温は，2009年3月か 

ら2010年3月と比較して，8月から12月は高く，1月から3

月は低めに推移した。2009年と2010年の8月から12月の水

温は，20年間の平均値と比較すると，ともに高めで推移

区 No. 潮位表基準面からの高さ（ｍ）
No.1 0.506
No.2 0.449
No.3 0.446
No.4 0.402
No.5 0.382
No.6 0.372
No.1 0.453
No.2 0.426
No.3 0.385
No.4 0.361
No.5 0.347
No.6 0.286

試験区

対照区

表1 　試験区および対照区の潮位表基準面からの高さ
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図2　各区における試験開始時（2 0 1 0年3月2日），2 0 1 0年8月2 4日，および試験開始後約1年（2 0 1 1年3

月8 日）におけるヒジキの平均主枝長（範囲は標準偏差）
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